
問合せ 保健福祉課（子育て支援） 5階 番窓口 ☎06-6659‐982452

　第２２回西成区小学生サッカー大会「さくらカップ」が、１１月３日（金・祝）に南津守
さくら公園で開催されました。本大会は、青少年健全育成事業としてルールを守り
仲間と協調することの大切さを身につけることなどを目的として開催しており、１２歳
以下の部でグループ戦・トーナメント・順位決定戦を開催しました。
　結果は、優勝「千本サッカークラブ」準優勝「CAOSフットボールクラブ」３位「イーデス
阿倍野サッカークラブA」でした。1１０名（８チーム）のこども達が参加し、白熱した試合が
展開されました。
　また、令和６年２月～３月には、第１９回となる中学生大会の開催を予定しています。

未 来 の J リ ー ガ ー ＆ な で し こ 集 う

小学生サッカー大会「さくらカップ」報告第22回

　人権とは、誰もが生まれな
がらにして持っている、人間と
して幸せに生きていくための
権利です。人にはそれぞれ、違
い（個性）があります。誰もが
平等で幸せに生活で
きるよう、違いを認
め、お互いを尊重す
ることが大切です。

　読書は、大人だけではなく、子どもにとっても、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、想像力を
豊かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていくうえで欠くことのできないものです。
　今回、「人権」は身近なテーマであることが、子どもたちにも易しく伝わるような絵本を紹介します。
　これを機会に、人権に関する様々な課題について考えてみませんか。

『じぶんのきもち みんなのきもち』
サラ・オレアリー/著　チィン・レン/絵
おおつか のりこ/訳　あかね書房

　転校初日に聞かれたことは、女か男か、でした。別の子は、どこの
国の人かを聞かれました。うわべのことだけ聞かれるのは嫌。何が
できないかじゃなく、何ができるか聞いてほしいな。自分の本質を
知ってほしいという思いが、軽快で動きのある絵で表現されます。
多様性を尊重する大切さが、子どもの言葉で投げかけられ直感的
に伝わります。

　西成区における地域に根ざした人権施策
の推進を図るため、大阪市から委託を受け、
人権啓発事業の運営や市民に対する人権
啓発に関する業務に取り組む市民ボラン
ティアです。
　現在３４名の方が、会議や研修会へ参加
するほか、映画会の運営協力や人権啓発
活動等で活動されています。

定期的に全体会や研修も行います。

昨年の人権週間での街頭啓発活動の様子

問合せ 市民協働課 7階 番窓口 ☎06‐6659‐973473

小笠原 智香大阪市立西成図書館 館長
 お がさ はら ち か

今回のテーマは、「多様性（みんな違って みんないい）」です。

人権をテーマにした絵本の紹介

読書から考える人権

１２月4日～１0日は「人権週間」です

日　時 令和５年11月17日（金）～令和６年１月23日（火）の開館時
場　所 西成図書館にて開催中！
問合せ 西成図書館 ☎06-6659-2346

図書展示「人権関係図書」展

西成図書館の開館時間
などは、こちらから。

西成区人権啓発推進員

人権とは？

「人権週間」“世界人権宣言”から生まれた
★ 昭和23（1948）年12月10日、国際連合第３回総会で世界人権宣言が採択されました。世界人権宣言は、

基本的人権尊重の原則を定めたものであり、それ自体が法的拘束力を持つものではありませんが、初めて
人権の保障を国際的にうたった画期的なものです。なお、世界人権宣言で規定された権利に法的な拘束力を
持たせるため、２つの国際人権規約が採択され、その後も個別の人権を保障するためにさまざまな条約が
採択されています。

★ 国際連合は、昭和25（1950）年12月4日の国連総会で、世界人権宣言採択日の12月10日を人権デーと
定め、日本では、世界人権宣言が採択された翌年の昭和24（1949）年、毎年12月10日を最終日とする
１週間を「人権週間」と定め、多くの人に人権を考えてもらう期間としています。

★ 西成区役所では、人権週間の期間内に西成区人権啓発推進員の皆さんと街頭啓発活動を行う他、区役所
１階で人権啓発パネル展を開催。また、11月17日から令和６年１月23日まで、西成図書館と連携して
人権関係図書展を開催し、人権の大切さを知っていただく機会をつくります。
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